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(医一師会月間行事j
。学術講演会

1 0月6臼 (7.1<) 7・30 PM 
設江虹ケ浜松原屋

演題 f円1高とその問題点j

講師 財団法人防府消化器病センター

防府間脇病院

戸田智先生

。定例理事会

1 0月12日(火〉

O報告事項

1. 産業保健相門出4~協議会報告

( 1 0月7日)

県産業氏帥会をつくる必要性の検討

産業医詩型会を県下各地市別K開催

する。周南地民は 11月 テーマは塵

肺、その他

産業医の報酬は来年も据器

2 医師連盟拠出金

5 5 万円訪求が日~よりあり。

2 0万円の不足は、事業費と足りなレ

部分を予備費より支出

3. 保健担当理事より個別指導の報告

9月16臼 県社会保健課より出張
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実施

県技宮より指摘された問題点

イ.診療録 古レ病名の整理が出来て

レなレものがある

ロ.慢性疾患指導料 内容の記載をす

る乙と

.一部負担金の有無による院内、院

外処方の使レ分け

ニ.消化器X線検究時、食道、胃同時

K行った場合の初求}j法

ホ.宵及び十二指脇内視鏡検査

. 消化管 X線検者時、綬 F~jの投与

を院外処方lとする点

ト.病名の整理、カルテの記載

チ.抗生物買又は消炎鎮縞剤の投与時

常時イサワンの併用

リ.ビタミンの内服と静注の併用 ・

ヌ.薬剤の使用不適当

ワンJレナール、プロシド

トレンター Jレ、タカメット、ノイ

ロトロビン、カランターゼ、ヘル

ベッサー等

今後の~療環境や情勢の変化推移

よりみて、民帥会内部』ζ於レての自

浄作用強化の必長について発言討議

あり。

4.. 2 / 4半期会計報告

5. 光市医師会大連動会並永年勤続者表

彰準備の経過報告

6. 周南地区労働衛生大会 1 0月8日

光市民ホールiζおレて 会長挨拶を行

つ

7. 光市老人クラブ連合会より講演会の

依頼 大野会長にお廟レ
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8 結核予防会より図占案内

購入の検討

9. 老人保健法案Kつもて

10.麻薬研修会並κ月例会の打合せ

1 0月25日(月) 7 U，):からとする

11.民事粉争担当理事協議会の報告

。麻薬手続等出張受付並麻薬研修会

1 0月25日(月) 7・o0 PM 
光市長帥会館

徳山市保健所より薬務課、陶係長と河野

氏の出張受付があった。続いて岡係長より

麻薬取り扱レ上の注意事項等κついて説明

があった。

イ.液、粉末使用時に生じた誤売の取扱い

ロ.注射液を2人iζ使用する場合Kミスが

多い。記録を正確lζ、 1本を2名の名前

を記入する乙と。

ハ.帳簿は出来るだけ自分で記入する乙と

ニ.燐コデは、結入時は当然であるが、倍

散作製のため払出した時K記入すればよ

ろしレ。

ホ.麻薬の保管は、たて前が、自宅ではな

くて業務所になっても、る。従って保管は

厳重にすること。

。定例月例会

1 0月25日(月) 7・40 PM 

光市長働会館

0報告事項

l 県'*師会代議員会報告(10月21日)

イ.山口県医師会57年度上半期事業

報告

会誌に関するもの

学術K関するもの

保険に関するもの

6 6件

2 6件

2 2件
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医事法制lζ関するもの 2 0件

(医事紛争 ・麻薬を含む)

地域医療計画K関するもの 18件

地域保険労災学校保健等κ関する

もの

医業経営lζ闘するもの

2 2件

9件

看護学院臨床検査センター

精度管理その他

会員福祉(テニス、医謂会) 2件

医政対策、医師連盟K関するもの

8件

ロ.昭和56年度才入才出決算

2.医事紛争対策委員会

1.昭和57年度上半期の医事紛争発

生状況

2.問診表の改正点の説明

3.健康保険担当理事報告

省略(定例理事会報告事項iζ記載済)

その柑!Iと

イ.青色申告に関して、専従者給与

』ζついては、適切な給与であれば

いいが、不適当な高額の場合Kは

贈与となる由、注意されたし。

ロ. 1 0月 1日より薬価基準の一部

改正

ハ.生活保護の聾否意見書の、開始

日が抜けているもの、見込月数等

の落ちているもの等ありますので

記入漏れのないよう にして慾しい。

長期の場合は 6ヶ月が限度。

。第 4回光市医師会大運動会

1 0月24 B (B) 9・00AM 
室積山大附属小学校運動場体育館

附れたり曇 ったりとは云うものの、秋の
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一自には考えられない大変な強風の中で開

会式、先ず、会長の挨拶、優勝盃返還、両

軍主将K花束問主、準備体操、それから、

次のプログラムで進行、参加者250名

を越す賑やかな運動会となりました。

強風が続いて止みませんので、昼食は体

育館K於いてとり、続いて、体育館の中で

仮装大行進が行なわれ、多数の医院より工

夫を乙らした、X大変面白い出し物が続き

最後κ大野会長のソロダンス、そして、表

紙写真の如も、全員一環となってジエンカ

を戸fこからに歌い踊勺て午后の部』とはし、り

ましfこ。

」‘
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対抗競技としては、光中央iζある清山を

境とした西軍自組の勝利となりまして、福

本主将K優勝盃が渡されました。続いて、

永年勤続者の表彰式を行レ、午後4時解散

しました。

第4田光市医師会大運動会を終って

近藤龍一

恒例の運動会も何とか無ゅに終える乙と

が出来ました。突然の低気圧と寒波の襲来 ( 

で、テン 卜は'4:1ζ鮮い上りそうになり、レ

コードは針と一緒11:吹きとはされ、俊勝カ

ップは再三乙ろがり落ちるという大変な天

気でした。それでも大勢の人の参加を頂き

大いK盛り上りましたことを有難く思って

おります。

今回は従業員を中心κ実行委員会を作り、

全ての計両をする乙とκしました。我々の

頭ではすでiζアイディアが出盛してしまっ

て、マンネ 1)K陥入る恐れがあること、従

業員の皆さんの意見を取り入れξ乙とで、

医師会員との一体感を作り出す乙とが目的

でした。乙れは大変な成功で、純めて斬新

なアイディアがボンボンとび出し、本当iζ

驚いてしまいました。担、は悦師会の中では

若手ですが、社会では相当のオジンのよう

で、もっと若々しい精神をもたねばならな

いと考えさせられました。約 1カ月前から

準備K入り、議論が沸臆して深疫K及ぶ乙

とも再三ありました。しかし、皆熱心K取

り組んでくれ、又、段々と形が出来上ゥて

ゆくので非常K楽しい毎日でした。

当日の圧巻は何とし、勺ても「恐怖の人民

裁判jでしょう。アイディアを出したのは
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委員の一人で、云い出した手前的lζされる

乙とになりました。荘、も的になる気でした

が、話を聞いている内に尻込みをしてとう

とう逃げてしまレました。彼は関西の出身

なので、都会風の小さい柔い豆腐を患い描

いていたらしいのですが、国舎の豆腐は大

きくて硬いので当てがはずれたようでした。

命中するとかなり痛か勺たそうです。途中

で薬隠さんに交代してもらう積りでしたが、

皆逃げられてしまい、とうとう最後までや

らされてしまいました。又、昼休みの仮装

大会も皆さんよく練習をし、扮裳Kも手間

がかかっているのiζ感心しました。とくに

松村医院、大野先生、田村先生が自主的K

妻加された乙とは大変嬉しい乙とでした。

惨々の感天候で、果して皆様の御満足が得

られたか大変心配しております。唯、後で

写真を見ると、脅さん非常κ生々として楽

しそうな顔をしておられますので、少し安

心しております。

運動会の成功の為大変な努力をして頂き

ました実行委員の普様、並ひ]ζ心よく委員

を推践して裁きました先生方K改めて心よ

り御礼申し上げます。又、何かと心くばり

をされ、協ノJして下さいました諸先生方、

奥棟、従業員の皆様iζ感謝し、たします。本

当iζ有難う御座屑ました。

運動会実行委員会に参加して

柚木貴晴(梅田病院)

汗と砂ぼ乙りにまみれた顔又顔ほんとう

に、たいへんな一日だった。かなりハード

な一日であったろう K、どの顔もなKかを

やりとげた満足感から来たのだろう、キラ
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リとしていた。一番心配していたチピッコ

達は風までも友達にしてしまったのだろう。

風と一つKなって、とびまわっていた。

ζ の過酷な条件の中で最後までプログラ

ムを進めていく事が出来たのは、医療にた

ずさわっている者K自然に育てられた、粘

りと根性の賜物であろう。そして何よりも

うれしかったのは、ただでさえ忙しい毎臼

を送っておられる、諸先生方の活躍である。

先頭iと立ってプログラムの進行を進めてい

る姿はまさしく、ナイスミドルパンザイ/

そのもの。

Dr近藤率いる実行委員会のスタッフは

どれをとってみても、根っからのお祭り野

郎であった。 r笑いと友情jと云うモット
ーのもとで、笑い中心のプログラムを作っ

ていった。もう乙 ζから祭りの始りである。

どうせ人Kやらせるならと楽しいアイデア

が次々と出されていった。

プログラムや各プログラムK使う曲目も

定ゥて、最後iζ一番の難題である各プログ

ラムの年令別、東西別の区分が残されたが

しかしこれも諸先生庁の残された資料を頼

りKどうKかまとめることが出来た。後は

まさしく前夜祭の毎日であった。

胆っ玉かあさんのミセス近藤のサービス

によるお茶やケーキに始めは「どめいわく

おかけしますJrいつもすみませんjを連
発していたが、回を重ねるごとK、今日は

チーズケーキかな、いやいやチーズケーキ

はζの前出たから今日はフルーツケーキだ

ろうと楽しみにしていたのは、私一人では

なかったであろう。(ミセス近藤本当κゴ

チソウサマデシ夕、乙の場をかりて実行委
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員を代表してお礼を述べさしていただきま

す)

との胆っ玉かあさんはまさにスーパーレ

ディよろしく、主婦業、事務長職と忙しい

合聞をぬって、各プログラムの備品集めか

ら製作(舞子はんの初出動K使用したかつ

らはまさにパテントもんである)そして弁

当屋さん、お菓子屋さんへと近藤先生を助

けて大活躍だった。

実行委員会のお祭り野郎も年1(1度しか

ないこの素晴しい仲間違とのかかわり合い

の場、Drやナースそ してバラメディカJレ

との交流の場をより楽しいものKしようと、

ペンキ塗りや大工仕事をやっている手Kも

力が入っていった。

さて、当日はと云うと開会前Kすでtζ祭

りは始っていた。テントは踊る、とびまわ

るゴザ、舞うレコード、雨以外に風の心配

があゥたなんて誰が思ったであろう。

まさしく大野会長の云われる所の風も嵐

ものり乙えてスタートしたのである。

グィレッジ ・ピープルのYMCAの曲も

高らかにスタートしたプログラムはまさκ

ジャンボリーの始りKふさわしく元気な声

援でζの強風をふっとばしてくれた。

昼食時にはジョイフルな仮装ノfーティも

あり、それぞれが素晴しいアイデアの作品

を被露していただきました。

午後の部では、顔を真自にして、かつら

をつけて走りまわっているDr達、毎日の

業務の疲れを癒すど乙ろではなかっただろ

うに。(本当tζ どくろうさまでした)

プログラムの方も一つ一つともり上りを

見せて、もう ζ 乙までくれば風が吹乙うが

1982 

雨がふろうが、嵐iζなろうがである。そし

て最後の県西エールの交換K至っては完全

tζ一つの輸が出来上勺たように思ったのは

私だけだろうか。

乙の小さな運動会を完成させる為iζ実κ

多くの人達のノJをおかりした。

プログラムをスムーズK進行させてくれ

た薬品会社の皆さんをはじめ、レコード庖

にもないー曲のレコ ードを探して走り廻っ

てくれた仲間まで…

との迎動会を通して多くの新しいかかわ

りを持った乙とも忘れられない思い出とな

っfこ。

最後iζ、乙のような楽しい集いの場を作

って下さいました光医師会の諸先生プ'.iK心

からお礼を申し上げます。又いつか、乙ん

な機会がある乙とを期待しつつ、それぞれ

の職場で頑張りたいと思います。
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